
第 317 回 昭和の森自然観察会 

初夏の昭和の森ぐるっと一回り（３時間コース） 

木嶋惠子（睦沢町） 

日 時：2018 年５月 13 日（日）13～16 時  天気：曇りのち雨 

参加者：16 名（大人 13 名、子ども 3名）・指導員 6名 

担当指導員：伊藤道男 木嶋惠子 

 

前日の好天気から一転の曇天。更に午後 1時には、パラパラと雨粒が・・。それでも 

「自然大好き」な方々が集まり、期待顔。天候の急変で、途中切り上げもあることを告

げて出発。まず目を引いたのは、緑樹の中の白い花「ヤマボウシ」、名前の由来やハナ

ミズキとの係りを説明。観察１は、森の内外での気温差、曇天の下で１°C、前日の下見

時には、４°Cの差、ちょっと残念！杉林を抜け、湿生植物園へ下り、ビオトープ田 

んぼで生き物観察。沢山のオタマジャクシやメダカを見つけて、大人も子どもも喜びの

声、前日もいたヤマカガシがまだ滞在中、ここが餌場なのかも？ 

下夕田池を回り、第三駐車場から疎林広場へ、ここで休憩を兼ね観察２を実施。森の

香りのもとになっている「フィトンチッド」についての説明の後、スギ・ヒノキ・サワ

ラ・クスノキ・サンショウの葉や枝の香りを嗅いでもらった。揉んだり、引っかいたり

するとより強い香りが出ることも体験。これらの樹の生活の中での利用例も紹介。 

エゴノキの花で真っ白になった坂道を下り、竹林へ。ここでは、タケノコの一日の伸

びに着目、前日の写真と比較すると 60ｃｍ余りの伸びに全員ビックリ！この後「富士山

眺望ポイント」をめざし、広葉樹林下の急坂を上った。掲示されている写真を見てもら

い、冬の好天の日に再来することを勧める。 

 この後は、クロモジの生木に出会い、モミジイチゴの果実をお子さんにプレゼント。

12 本のイチョウの樹下で実生の幼木を探し、スダジイとマテバシイの樹形や若葉の色等

の違いを見比べてもらい、ローラー滑り台横へ下った。雨が酷くなってきたのでここで

観察会を中止にした。参加者の感想として、「この公園の広さを実感した」「樹々への

興味が深まった」「クロモジ等を削ったり、匂いを嗅いだりして楽しかった」「あまり

目的がなく歩いたのが、かえって有難かった。」等がありました。 


